
１．事業目的 ４．事業実施による効果（評価・貢献度等）

２．事業実施体制

３．事業実施概要

　近年全国的に頻発する気象変動による異常豪雨など、自然災害はいつ、どこで発生
するかわからない。そこで、防災･減災が円滑に進むために、日頃から防災意識や避難
等の心構えを持っていただくことを目的に、実施するものである。

主 催：一般社団法人北陸地域づくり協会

◆第1回
　日 時：令和2年10月7日（水）13時～令和2年11月7日（土）13時
　プログラム：
　・講演1 「気候変動による洪水の特徴と流域治水による持続的発展に向けて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-公助から公助+共助･自助への転換-」
　　　講師：安田 浩保（新潟大学 災害･復興科学研究所 准教授）
　・講演2 「気候危機と水災害」
　　　講師：手計 太一（富山県立大学 工学部 環境･社会基盤工学科 准教授）
　視聴人数：のべ312名

◆第2回
　日 時：令和3年1月6日（水） 13時～令和3年2月5日（金）13時
　プログラム：
　・講演1 「ハザードマップのダウンスケーリングに向けて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-近年の豪雨災害から見えてきたこと-」
　　　講師：呉 修一（富山県立大学 工学部 環境･社会基盤工学科 准教授）
　・講演2 「洪水氾濫発生を想定した水災害適応型社会の実現に向けて」
　　　講師：谷口 健司（金沢大学 理工研究域 地球社会基盤学系 准教授）
　視聴人数：のべ241人

【配信の特徴】
　･ライブ配信ではなく、収録･編集したプログラムを約1ヵ月間配信
　･その期間内なら、都合のいいときに視聴が可能
　･視聴後のアンケート回答で当会仕様の受講証明書を発行
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊(一財)河川技術者教育振興機構　CPD認定プログラム

　本Webセミナーはコロナ禍において実講演会の開催が困難であることを受け、
実施したもので、第1回、第2回合わせ、のべ553名という多くの視聴を得た。
　オンデマンド型ということで、気になった箇所で一時停止してメモをとったり、仕
事の合間で休憩を挟みながら視聴できるという利点があった。自分の都合がい
い時に視聴できてよいという意見も多くよせられ、このような配信システムは今後
の新しい生活様式に適応した取り組みとして継続していきたい。
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